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中国の「一帯一路」政策に関する研究の国際的動向

大　谷　順　子

2017 年 6 月、日中社会学会第 29 回全国大会を大阪大学で会長として開催し、主催校

企画シンポジウム「中国シルクロードにおける社会変容」において「シルクロードの開

発政策「一帯一路」イニシアティブ」という報告を行った。学会誌『日中社会学研究』

第 25 号 2017 年 10 月に特集論文の 1 本として掲載された。 「一帯一路」に関するメディ

ア報道に加えて、学術論文もにわかに発表されはじめた。本稿の目的は、「一帯一路」イ

ニシアティブに関する学術研究の国際的な傾向をレビューすることである。世界がコロ

ナ禍に入るまでの 2018 年から 2019 年の間に発表された 34 の英語の論文を分析した。

研究対象地域の範囲はユーラシアからアフリカに及ぶ。分野としては、社会学、政策科学、

人類学、政治経済などがある。これらの英語で国際誌に掲載され、「一帯一路」政策は、

政治経済的にも話題になっているだけでなく、学術研究の分野でも大きな注目を集めて

いる。

【キーワード】一帯一路、シルクロード、国際的動向　

１．はじめに

2013 年に中国の習近平国家主席が中央アジア 4 か国を歴訪の際に、カザフスタンにお

いて、アジアと欧州の協力関係を深めていく目的で、新たな連携モデルを構築する考え

があることを「一帯一路」イニシアティブとして発表した。「一帯一路」イニシアティブ

は地域発展の潮流に大きな影響を与えるものとして、国際報道や政治経済界からの注目

を浴びることとなった。改めて歴史の脚光を浴びるようになったシルクロード地域にお

ける関連する動向を考察し、2017 年 6 月、日中社会学会第 29 回大会開催校主催シンポ

ジウムにおいて発表した。その報告を『日中社会学研究』第 25 号 (2017) において「シ

ルクロードの開発政策「一帯一路」イニシアティブ」（特集論文）として寄稿した（大谷， 
2017）。その後、メディアによる国際報道や現地報告だけではなく、学術論文としても、

ユーラシア大陸のみならずアフリカまで広範囲な地域からの報告やこのテーマを扱った

論考が、社会学、政策学、人類学、政治経済などの人文社会学系の各分野から国際ジャー

ナルにて、英文で発表された。政治経済の現場のみならず、研究テーマとしてアカデミ

アからの大きな注目を集める対象として浮上したことをあらわしている。本稿では、こ
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のテーマに関する学術的研究の国際的動向を読み解くことを目的とする。

まず、一帯一路の英語名について用語整理をしておきたい。一帯一路が発表された

2013 年当初の英語報道では、One Belt One Road (OBOR) が多く見られたが、本稿

の分析対象となっている 2018 － 2019 年の英語学術論文においては、Belt and Road 
Initiative (BRI) が最も多く用いられて一般的となってきている。OBOR を使用してい

るのは、MPM 誌掲載の Ruan et al (2018) と　International Critical Thought 誌掲載の

Siddiqui (2019)　の 2 本であり、Economic and Political Studies 誌掲載の Travis Selmier 
Ⅱ (2018) 論文は、BRI を使用しながら、OBOR とも呼ばれると記している。

大谷 (2017) においては、現代のシルクロードとして、陸上の「シルクロード経済ベルト」

と「21 世紀海上シルクロード」を紹介したが、2018 年には「氷のシルクロード」とし

て北極圏にも積極的な拡大への関心が示されることもあったが、その後、あまり氷のシ

ルクロードは出てきていない。

さらに、一帯一路の一部を示す特定の領域にも名称がつけられており、例えば、中国

―インドシナ半島経済回廊 (China-Indochina Peninsula Economic: CIPE (Corridor)) (Qiu 
et al., 2018)、中国―パキスタン経済回廊 (China-Pakistan Economic Corridor: CPEC) 
(Rafi q,  2019) などがある。また、関連する地域として、湾岸協力会議 (Gulf Cooperation 
Council: GCC) (Ghaff ar, 2018) も登場する。

２．研究方法

研究方法としては、2018 年と 2019 年に刊行された 34 本の英文論文のレビューを主

に行い、欧州や中国でのセミナー報告も併せて、考察を行う。2017 年以前に発表された

論文を排除しているわけではなく、2013 年に習近平が使って以来、政治的スローガンと

して使われていたものの、2017 年時点で、国際誌における学術論文のタイトルやキーワー

ドとしては用いられていないからである。そして、世界はコロナ禍にはいり、人の移動

と交流を促す一帯一路は、しばらく影をひそめることになる。本稿では、世界がコロナ

禍に入る前の、勢いのいい「一帯一路」時代に絞って対象刊行年を区切ることにする。

分析対象となる「一帯一路」を扱った英語による学術論文の内訳を表 1 に示す。2018 年

刊行が 17 本、2019 年刊行が 17 本となっている。さらに、学会誌ごとの内訳をみると以

下のようになっている。Social Sciences in China 誌掲載論文 3 本 , Maritime Policy and 
Management 誌掲載論文 11 本 , Asian Journal of Middle Eastern and Islamic Studies 誌掲

載論文 7 本を含む。
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表１　一帯一路を扱った英語の学術論文を掲載したジャーナル（2018-19 年刊行）のリスト

ジャーナル名　（編集事務局・刊行団体） 本数 SSCI
Maritime Policy and Management 11 〇

Asian Journal of Middle Eastern and Islamic Studies
　（上海外国語大学）　

7 ―

Social Sciences in China　（中国社会科学雑誌社） 3 ―

Journal of Contemporary China 2 〇

Asian Aff airs　　（英国王立アジア問題協会 : RSAA） 2 ―

Economic and Political Studies 2 ―

Journal of Contemporary East Asia Studies　（早稲田大学） 1 ―

International Journal of Digital Earth 1 ―

Transportmetrica A: Transport Science　（香港運輸学協会） 1 〇

Big Earth Data 1 〇

Transnational Corporations Review 1 ―

Chinese Journal of Communication　
（香港中文大学中国報道比較コミュニケーション研究中心）

1 〇

International Critical Thought　（中国社会科学院） 1 ―

中国では SSCI (Social Sciences Citation Index) に掲載された論文に掲載されるこ

とが評価基準となっており、研究者の昇任人事などにも重要とみなされている（大

谷， 2016）。これら 13 の雑誌のうち、Maritime Policy and Management 誌、Journal of 
Contemporary China 誌、Transportmetrica A: Transport Science 誌、Big Earth Data 誌、

Chinese Journal of Communication 誌の 4 誌が SSCI のカテゴリーとなっている。その

うち、Transportmetrica A: Transport Science 誌は香港運輸協会の刊行する雑誌であり、 
Chinese Journal of Communication 誌は香港中文大学中国報道比較コミュニケーション

研究中心の刊行する雑誌である。SSCI ではないからといって学術誌としての価値が下

がるわけではなく、なぜ SSCI に掲載された論文に評価を限るのかについてはいろいろ

な議論もなされている。Asian Journal of Middle Eastern and Islamic Studies 誌は上海

外国語大学が、Social Sciences in China 誌は中国社会科学雑誌社が、Asian Aff airs　誌

は英国王立アジア問題協会 (RSAA) が、Journal of Contemporary East Asia Studies 誌は

早稲田大学が、Transnational Corporations Review 誌はカナダの Denfar Transnational 
Development 社が、International Critical Thought は中国社会科学院が、それぞれ編集事

務局を置き刊行しているものである。

これらの 13 誌すべて英文雑誌であるが、Social Sciences in China 誌は　中文の抄録

がつく。論文の著者は、中国名（普通語）の著者のみの論文は 10 本、中国名の著者とそ

れ以外の著者との共著論文は 7 本、その他の名前の著者による論文は 15 本である。香港

など普通語以外の中華系の名前、韓国名、トルコ、パキスタン、イラン、エジプト、欧州、

アフリカなどの名前があり、一帯一路が拡がっていることを反映しているかのようであ
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る。

所属する大学としては、著者が中国名であっても中国の大学、オーストラリアやカナ

ダの大学などとなっている。ランキング・ビジネスにおいて、国際共著論文のほうが評

価はあがることになっているが、名前ではなく所属先の大学が国際共著となっているか

の判断基準となっている。著者の元の出身と大学のある国、また著者の名前と国籍が必

ずしも一致するわけではなく、著者の国籍などは発表論文からはわからない。著者が韓

国人名であっても、英国の大学の所属であったり、外国人名の所属する大学・研究所は、

韓国、香港、台湾、フィリピン、シンガポール、スリランカ、ネパール、インド、イラン、

バーレーン、ポーランド、オランダ、英国、南アフリカ共和国、オーストラリア、米国、

アルゼンチンと広い地域に及ぶ。上海外国語大学で研究するエジプト人研究者らと中国

人指導教員による共著論文もある。

一帯一路に関するワークショップを開催し、刊行している論文もある。たとえば、オー

ストラリアで開催された Constrained Connectivity: Geopolitics, Culture and Migration 
in Xinjian and beyond under the Belt and Road Initiative” symposium hosted by La Trobe 
University, August 2-3, 2018. がある (Clark, 2019)。

３．中国において英語論文を増産する背景

中国は、科学技術強国として国力を示すことができるひとつの有効な目標として、中

国のトップ大学を世界のトップ大学とすることを重視して、研究力を上げ、研究成果を

出すこと、また、沿海地方だけでなく西部の大学についても世界トップレベルを目指す

としてインフラにも巨額を投資している。世界大学ランキング・ビジネスにおいて、ラ

ンキングをあげるために一つの要件として高等教育のグローバル化があり、そのために

留学生の増加、さらには外国人教員・研究者の割合をあげることもひとつの目標となっ

ている。中国政府も奨学金などをつけて中国の各大学における留学生の受け入れも増や

してきた。ここでも、「一帯一路」政策により、さらに留学生の数は急増している。また、

大学キャンパスのインフラ投資・新キャンパス造成もすすめられており、これも世界大

学ランキングアップに大きく貢献しているなど、学術分野における「一帯一路」政策の

影響が大きく見られる（大谷，2017）。大学卒業後・留学後の就職先というのは、学生た

ちにとって大きな関心事となるところ、一帯一路沿線国から中国へ留学する留学生たち

は卒業後、その語学力も活かしながら、一帯一路において生じるさまざまなビジネスに

おいて雇用される。中国の大学における人口学研究中心・移民研究というのは、国内に

おける流動人口・農民工に関する研究が主流であったが、この 1，2 年で、中国の大学に

留学してくる南アジア・中東・アフリカなどからの急増する留学生に関する研究が喫緊

の研究テーマとして浮上し、国際ワークショップなどが開催されるようになっている。
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４．一帯一路のもとに取り上げられる研究テーマに関する分析と考察

「一帯一路」は、2013 年に習近平国家主席によって発表されたが、突然でてきたもの

ともいえず、鄧小平氏の「先富起来！（先に裕福になれ！）」（1985 年頃からの先富論）

の下、中国東部沿海地方の経済発展、そして、拡大する国内格差に対応して、江沢民政

権の 2000 年からの「西部大開発計画」からの流れとも捉えることができ、延長上にあ

るともいえよう。それでもなお、「一帯一路」を唱えることによって、グローバルなうね

りとなり、新たに注目を浴びるようになったテーマが議論されるようになってきており、

これまでの中国国内に限らないそのテーマの性質からも、一帯一路の沿線に限らない国

際社会の注目を浴びるようになっている。

「一帯一路」イニシアティブが注目を浴びる時代には、時期を同じくして欧州で見られ

る BREXIT（イギリスの欧州連合離脱）の動きやアメリカのトランプ大統領が掲げる「ア

メリカ・ファースト」などに象徴される自国第一主義の台頭の時代とも重なっている。

その流れに乗って、「一帯一路」を政治情勢の脅威とみなす論調もあれば、機会と見なす

論調も多い 1)。たとえば、2016 年 6 月の習近平首席によるポーランド訪問時には楽観主

義がピークに達するものの、その半年後、2017 年 1 月にポーランドの前国防長官が一帯

一路の一部となるロジスティックスの封鎖を決定すると緊張が起こるといった例もある

(Pendrakowska, 2018)。 各国が分断する時流のなかで、一帯一路は　各地域を分断でな

く統合する政策なのか。格差が進む中で、取り残される地域に経済チャンスをもたらす

「誰も取り残さない政策」、国連の持続可能な開発目標 (SDGs) に即したものなのか (Jin, 
2018)。そこには、デジタルシルクロード (DBAR) プログラムといった議論もある (Guo 
et al., 2018)。DBRD については、中国のインターネット企業であるアリババとその世界

貿易イニシアティブである電子世界貿易プラットフォーム (eWTP) を例にしてポスト構

造主義的談話理論を用いて分析している論文 (Seoane, 2019) もある。デジタル貿易によ

りますますグローバル化はすすんでいる。これからの現場での動きを見つめていくこと

が重要である。

2017 年 6 月、日中社会学会第 29 回大会開催校主催シンポジウムにおいて行った報告

を『日中社会学研究』第 25 号 (2017) において「シルクロードの開発政策「一帯一路」

イニシアティブ」（特集論文）として寄稿したときには、陸と海のシルクロード、すなわち、

陸の「シルクロード経済ベルト」と海の「21 世紀海上シルクロード」を示したが、その

後、2017 年 11 月 1 日に習近平国家主席が、北京を訪問したロシアのメドベージェフ首

相と会談した際に、ロシアと共同で北極海航路の開発・利用協力を推進し、氷のシルクロー

ドをつくりあげなければならない、と強調している。これは、5 月に北京で開催された

一帯一路に関する国際会議でロシアのプーチン大統領が一帯一路と北極海航路を連結さ

せるよう提案したことを受けている。さらに、2018 年 1 月 26 日に発表された中国の北

極開発の基本政策をまとめた白書では、中国は北極の重要な利害関係者であると宣言し、
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「一帯一路」を北極圏に拡大し、「氷のシルクロード」の建設が表明された。地球温暖化

に伴う解氷が進むと新たな海上ルートとなる可能性もある。しかし、その後、特に注目

されていない。ロシアを含め北極圏の国々の中国進出への警戒もあり、曲折も予想される。

2019 年刊行までの学術論文においてはまだ氷のシルクロードを取り扱ったものは見当た

らない。

抄録において新疆について言及、すなわち、重視している論文が　３本あり、著者は

どれも中国人ではない。シルクロードとして、中国国内では歴史的にも新疆が重要な地

域として浮かび上がるはずであるところ、本数から言えば少なく見える。これは、セン

シティブな地域について書くことを控えているからなのか、中国国内よりさらに中国国

外に関心の対象が向けられているからとも考えられる。

Maritime Policy and Management 誌では、海上シルクロードの例を取り上げている

論文が見られる。例えば、ワインの物流研究として上海、天津、広州、香港の海上輸

送が北京や重慶の長距離大陸間輸送よりも配送コスト面からも適切としている (Lau et 
al., 2018)。また、中国浙江省の寧波・舟山港 (Ruan et al., 2018)、天津港 (Wang et al., 
2018)、スリランカのコロンボ港 (Ruan et al., 2019)、さらには、アフリカの港も含めた

モデルが論じられている (Liu et al., 2018)。MPM 誌では、海上に限定せずとも、輸送を

取り扱っている例として、韓国から中央アジアのルートについて論じている論文もあり、

韓国の仁川から中国の青島、カザフスタンのホルゴスさらにアルマティへのルートを推

奨している (Wang&Yao, 2018)。韓国は、1991 年のソビエト崩壊を機に、同胞である高

麗族を頼って、カザフスタンとウズベキスタンへの市場開拓を進めてきた実績がある。

韓国産の自動車の例 (Woo et al, 2018) として当地の市場における日本車中古車と置き換

わっていった経緯がある。

ドイツの技術と中国製を組み合わせた新たなインテリジェント製造として、第一次

世界大戦前にドイツ領であった山東省とドイツとの産業協力の例 (Shucun & Chuntai, 
2019) も報告されている。あるいは、沿線の国には、物流だけでなく、技術や製造産業

の恩恵を受けたいと、一帯一路のもたらす機会に期待をしている側面もある。先に述べ

た SDGs の枠組みとして、取り残されないように期待もされている。

中国政府が力を入れるのは資源や製造業だけではなく、文化産業と観光産業も重要な

分野として、一帯一路地域沿いの国々との協力の基礎造りをし、中国市場を積極的に開

拓する動きがみられる。たとえば、2018 年には、トルコ観光年が中国で開催されている

(Niu&Li, 2019)。そこにも、言語ニーズが生まれ、バイリンガルの就業機会が創設される。

中国の大学における移民研究は、これまで国内の労働移民、流動人口、すなわち、農民

工に関する研究が主流であったが、「一帯一路」にあわせて、にわかに、国際的な人の移

動に関する研究が必要に迫られて、研究がされるようになってきている。それは、一帯

一路により、アフリカやアラブ諸国から中国への留学生が急増しているということであ

る。留学後は、一帯一路に沿った地域で必要なバイリンガル人材として就業の機会があ
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るとのことである。

アフリカでは、植民地時代から続くヨーロッパの旧宗主国との関係や構造に中国と

の新たな関係がどのような発展と機会をもたらすかへの期待、たとえば、植民地時代

の鉄道が沿岸に向けて引かれたなどの例に見られる植民地経済を支えるインフラスト

ラクチャーではなく、より広範囲の発展に展開することを期待している (Ndzendze & 
Monyae, 2019)。
「一帯一路」イニシアティブによって新たな注目を浴びるようになったテーマとして、

「イスラムとの出会い」がある。論じられている論文もパキスタン、イラン、エジプト、

トルコなどがある。しかし、中国国内にはすでにイスラム少数民族は多く、歴史的に、

シルクロードに沿った宗教と貿易の相互作用はイスラム教の拡大を促進してきただけで

なく、中国とイスラム世界との間の緊密な関係を発展させてきた事実がある (Li, Fuquan. 
2018)。新たに、現代シルクロードでは、中国のイスラム教徒によるイスラム金融の発

展とハラール食品の生産における役割を論じている。また、カザフスタン、パキスタン、

イランを例として、一帯一路がイスラム経済学の現代的見方の違いにより浮かび上がる

課題について論じている (Travis Selmier Ⅱ , 2018)。イスラム金融・経済についても、一

帯一路が唱えられる前から注目を浴びはじめていたテーマであると言える。

５．おわりに

2013 年に習近平首席によって発表された「一帯一路」政策は、世界中の報道でも取り

上げられ、政治経済、産業、貿易のニュースで注目を浴びてきたが、本稿では、さらに、

学術論文としても新たな研究テーマとして取り上げられるようになり、2018 年以降、関

連の様々な分野で英語論文が発表されるようになってきていることを明らかにした。本

稿ではまた、その内容においても分析をし、それによって、中国の学術界での英語論文

の発表と世界大学ランキング・ビジネスの背景についても考察を行った。一帯一路とい

う政策名を冠しなくてももともと研究テーマとなっていたものに一帯一路を冠したのも

あるが、一帯一路を冠することが時流、また潮流ともなっていると言えよう。中国の研

究者だけでなく、一帯一路に沿った国や地域の研究者たちの論文発表の機会ともなって

いる。ここにも、一帯一路による議論の幅の広がりや展開が期待できる現象を引き起こ

しているともいえる。

本稿では、一帯一路を扱った英語の学術論文が刊行されるようになった 2018 年と翌年

の 2019 年に発表された論文に対象を絞って分析を行ったが、2020 年には、さらに、グロー

バル化の進む中、一帯一路政策により、さまざまな国や地域との交流や関係が深まるこ

とにより新たな課題も浮かび上がってくるであろう。2020 年 1 月から世界中の関心を集

めている新型コロナウイルス感染症の影響についても、論考が発表されることも予測で

きる。
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  注
1） 2019 年 4 月 27 日から 29 日にかけて、北京で「一帯一路」をめぐる国際会議が開催

された。報道の関心は、中国政府が主導する地域経済協力枠組みが果たして国際的な

ルールに則ったものであるかどうか、とりわけ中国はインフラを担保に財政支援を行

うことで途上国を「債務の罠」に陥れていないかといった点に集中した。園田（2019）
は、こうした懸念が世界で共有されているかと言えば、必ずしもそうとはいえない。

肯定的な評価をしている国家群とそうでない国家群にわけた調査を紹介し、日本は後

者となっている。ただ、前者の国家群については、中国に対等にものが言える国なの

か、経済的にすでに頼るしかなく肯定するしかない国がほとんどである可能性も否定

できない。これらの他の国からの見方に対して、中国の指導者も発言を繰り返してい

る。たとえば、2019 年 11 月 27 日に大阪で開催された第 6 回日中教育交流会の日中

関係フォーラムにおいて、劉江永清華大学国際関係研究員教授は、その「岐路に立つ

世界と日中の在り方」と題した講演において、習近平国家主席の導きは素晴らしく、

中国は世界諸国と組んで「一帯一路」を築き、人類の幸福に貢献し、国際社会におい

て弱肉強食の覇権主義に力強く反対するものであると述べている。中国の推進する一

帯一路イニシアティブが世界平和と繁栄に貢献する偉大なイニシアティブであるこ

とを強調し、中国主導の一帯一路に対する懸念の払拭を試みている。なお、この日中

教育交流会の日中学長フォーラムでは、唐伯明重慶交通大学学長が、「一帯一路構想

による中国交通の発展と国際協力」と題して講演しており、西部の交通の発展が推進

されていることが報告されている。

2） 34 本の英語論文のうち、本稿で直接引用していないため、参考文献一覧にあげられて

いないものは、以下である。
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the Background of the ‘Belt and Road’ and the ‘Middle Corridor’ Initiatives, 
Asian Journal of Middle Eastern and Islamic Studies, 13:2, 278-293, DOI: 
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10.1080/23249935.2019.1594448

Lee, Paul Tae-Woo., Hu, Zhi-Hua., Lee, Sang-Jeong., Choi, Kyoung-Suk. & Shin, Sung-
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a focus on maritime transport, Maritime Policy & Management, 45:3, 282-300, DOI: 
10.1080/03088839.2017.1400189
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International academic rising trends in research on China’s Belt and Road 
Initiatives

Junko OTANITANI

In June 2017, the 29th Japan-China Sociological Studies National Convention was chaired at 
Osaka University. As the chairperson, I reported on the "Road and Belt for the modern Silk Road: 
China’s strategic initiatives in the era of globalization," at the symposium organized by the host 
school, “Social change in the Silk Road in China." This report was published as one of the special 
articles in the 25th issue of the "Journal of Japan-China Sociological Studies" in October 2017. 
In addition to the "One Belt, One Road" media coverage, academic articles on the topic are now 
being published. This study aims to review the rising international trends in academic research 
on the Belt and Road Initiative. To this end, I analyzed 34 English-language papers published 
between 2018 and 2019 before the world was plunged into the COVID-19 pandemic. The scope of 
the study area extends from Eurasia to Africa. Disciplines covered in the study include sociology, 
policy science, anthropology, and political economy. The "One Belt, One Road" initiatives has not 
only become a hot topic in political economy but has also received considerable attention from 
academic researchers.

Keywords: Belt and Road Initiatives (BRI), One Belt One Road (OBOR), international trends


